
「第３次埼玉県第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）(案)」の概要 

 

１ 管理すべき鳥獣の種類 

ニホンジカ（Cervus nippon） 

 

２ 計画の期間 

令和４年４月１日から令和９年３月31日 (第13次鳥獣保護管理事業計画期間内) 

 

３ 第二種特定鳥獣の管理が行われるべき区域（20市町村） 

  秩父市、飯能市、本庄市、入間市、日高市、毛呂山町、越生町、滑川町、嵐山 

 町、小川町、鳩山町、ときがわ町、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町、東秩父 

 村、美里町、神川町、寄居町 

 

４ 生息状況等 

(1) 生息域は、昭和50年代までは秩父地域と飯能市（旧名栗村）に限られていた

が、平成の始め頃から急激に拡大し、現在では、秩父地域、児玉地域、比企地

域及び西部地域の広い範囲が生息域として考えられる。 

(2)分布域の中心部で推定生息密度が高い。分布域の東側の比企地域や児玉地域 

 を中心に20%を超える増加をしているメッシュが多くみられる一方、分布域の西

側や南側の地域では20％を超える減少をしている地域が多く、シカの分布が東

側へ拡大している可能性を示している。 

(3) 平成元年度の捕獲頭数は99頭であったが、令和２年度は4,648頭と約47倍に増

加している。 

(4) 草本類や低木類など林床植生が衰退又は消失した区域が急速に拡大し、土砂

の流出や崩壊、森林生態系への影響が懸念されている。 

 

５ 第二種特定鳥獣の管理の目標 

ニホンジカの分布が拡大してきた地域では生息域の拡大防止、高密度化してい

る地域では生息密度の低下を図ることで、農林業被害の防除及び自然植生の回復

を目指す。 
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６ 第二種特定鳥獣の数の調整に関する事項 

(1) 捕獲頭数の推移や被害の発生状況などから、依然として生息密度を抑制でき

ておらず、引き続き捕獲圧を高める必要があると考えられるため、捕獲頭数年

間4,000頭を個体数管理の目標とする。これにより、計画中の令和７年度に令和

元年度推定生息個体数の半数以下、計画終期の令和８年度に平成23年度の推定

生息個体数の約半数の水準にする。 

(2)狩猟期間を１か月延長し、11月15日から３月15日までとする。ただし、延長期

間（２月16日から３月15日まで）は「わな猟」に限るものとする。 

(3) 個体数管理を特に強化する必要があると認める地域において、県が指定管理

鳥獣捕獲等事業を実施する。 

 

７ 第二種特定鳥獣の生息地の保護及び整備に関する事項 

(1) ニホンジカ生息環境の保全を図るとともに、人間の生活域との棲み分けがで

きるよう、鳥獣保護区の指定、人工林の整備等を進め、森林の多様化、生物多

様性の向上を図る。 

(2) 天然林などについては植生を保護するための防護柵等を設置することにより、

ニホンジカの採食による植生の劣化、消失の防止に努める。 

 

８ その他第二種特定鳥獣の管理のために必要な事項 

(1) 狩猟者団体や市町村と連携して、捕獲の担い手である狩猟者の確保、育成に

努める。 

(2) 電気柵、防護柵等の侵入防止対策等の食害防止対策を推進する。 

(3) 捕獲状況、農林業被害状況、自然植生に対する影響等について定期的に把握

するとともに、効果的な防除技術や効率的な捕獲技術の開発・研究を推進する。 

(4) 専門的な見地から、本計画の遂行状況等を検討するため、有識者、関係団体、

行政関係者からなる特定鳥獣保護管理検討委員会を毎年度開催する。 

(5) ダニ媒介等の感染症への感染や豚熱（CSF）ウイルスの拡散を防止するため、

狩猟者等に注意喚起を行う。 

 


